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概要 

段差の乗り越えを補助するキャスタユニットを研究しています。補助プレートにより、

限られたスペースで大きな駆動力を発揮します。ロック機構により斜めからの乗り換え

時にキャスタの首振りを止め、駆動力を有効に用います。乗り越えに必要な駆動トルク

を最大 83％削減することに成功しています。手動車いす取り付け時には、補助者なし

で 50mm 程度の段差を乗り越え可能です。スパナ一本で既存のキャスタと交換でき、簡

易な構成のため大きなコスト増にはなりません。手動車いすのほか台車や移動ロボット

などに適用可能です。本技術による新製品開発・実用化に関心がある企業を歓迎します。

簡略図 

       



 

背景 

段差の乗り越えを補助するキャスタユニットを研究しています。 

車いすなどでは、移動する際に段差があると、補助者なしでは乗り越えることが大変で

あり、補助者がいる場合もキャスタを浮かす操作に補助者の作業負担が掛かります。 

そこで本研究では、単純な機構で、段差の乗り越えを補助するキャスタユニットを研究

しています。手動車いすのほか、台車や移動用ロボットなど、キャスタを用いる様々な

用途に適用可能です。本技術による新製品開発・実用化に意欲がある企業を歓迎します。

技術内容 

本研究は、補助プレートとロック機構により成り立っています。 

 
補助プレートについて、限られた空間で前輪を大径化する役割を担っています。 

キャスタが段差を乗り越えられる限界は、車輪の直径の1/3がおよその目安となります。

キャスタには省スペース性が求められるため、下記の図のとおり、キャスタの限られた

取り付けスペースの中で、等価的に大きな車輪を実現することで乗り換えに必要な駆動

力を低減し、段差乗り換え限界高さを拡大します。 

 

下記は 40mm の段差乗り換え時の駆動トルクのシミュレーション結果です。 

X 軸が段差の乗り越えを行っているときの時間、Y 軸がキャスタの駆動力です。 

青線は一般的なキャスタであり、0.2s 時点で段差にぶつかり、約 170Nm の駆動力を要

して乗り越えます。 

それに対し赤線は本研究のキャスタであり、段差にぶつかった時点で、20Nm 程度の駆

動力で、段差を乗り越えています。即ち、乗り越えに必要な駆動トルクを最大 83％削

減することに成功しています。 

 



 

ロック機構について、乗り越え時にキャスタの首振りを止める役割を担っています。 

斜めからの段差を乗り越えるとき、通常のキャスタでは首振りにより緑線のとおり無駄

な力が発生し、力が分散してしまいます。それに対し本研究では首振りを止め、力の分

散を防ぐことで、駆動力を赤線方向のみに有効に発揮します。 

段差
段差

進入角度

腕の
駆動力

無駄な力

段差に接触するとキャ
スタの首振りが発生

(a) 段差乗り越え前 (b) 段差乗り越えの瞬間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

原理は下記のとおりです。 

１）段差と接触すると、補助プレートが回転します。 

２）その回転をリミットスイッチが検出し、回路を閉じます。 

３）ソノレイドが ON になりラックギアが引き上げられ、ラックギアとピニオンギアが

かみ合い、キャスタの首振りがロックします。 

４）段差の乗り越え中も、キャスタの首振りが起きません。 

 

 



 

技術・ノウハウの強み（新規性、優位性、有用性） 

１）手動車いすの場合、補助者なしで 5cm 程度の高さを乗り越え可能です。 

（通常のキャスタでは 1cm~2cm 程度が限界です）。 

補助者がいればより高い段差も乗り越え可能です。 

また、台車や移動用ロボットなどの移動自由度向上につながります。 

２）斜めからでも正面からでも乗り越え可能です。 

３）簡便な機構でできるため、大きなコスト増にはなりません。 

４）スパナ一本で既存のキャスタと交換可能です。 

     連携企業のイメージ 

例えば、下記に該当する企業と連携可能性があります。 

１）キャスタを開発、販売している企業 

２）車いす、台車などの移動機器を開発、販売している企業 

３）移動型ロボットを開発、販売している企業 

４）その他、本技術の実用化に関心がある企業 

技術・ノウハウの活用シーン（イメージ） 

手動車いすに取り付けた場合、操縦者は補助者なしの独力で、ちょっとした段差を楽に

乗り越えることができます。補助者がいる場合は、乗り越え時に角度をつけることによ

り、今までよりも高い段差を乗り越えることができます。 

台車に取り付けた場合には、段差乗り越え時に作業者の負担が軽減されます。 

移動型ロボットや AGV などに取り付けることで、移動の自由度を高めることができま

す。 

技術・ノウハウの活用の流れ 

本技術を活用した新製品開発・実用化に興味がある方はお気軽にお問合せください。

試作機を交えてご紹介させていただきます。 

                     専門用語の解説 

【キャスタ】 

ピアノや事務用椅子、台車などの脚についているコロ、車輪です。単輪、双輪、球状

など様々な形状のものがあります。 

お問合せ先 

下記から御問合せください。 

http://www.open-innovation-portal.com/university/manufacture/toyo_caster.html

 


